
:瀞

】
７
言
○
口
国
眉
田
圃
花
衣
裳
」

琴三
一＝

Ｌ

ｉＩ

●

コ
ウ
ベ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
リ
ス
ト
Ｋ
Ｆ

Ｍ
は
、
一
九
八
○
年
に
結
成
さ
れ
、
そ
の
翌

年
神
戸
の
未
来
を
か
け
て
開
か
れ
た
ポ
ー
ト

ピ
ア
籾
に
む
け
て
「
ポ
ー
ト
ピ
ア
釦
へ
の
プ

レ
リ
ュ
ー
ド
」
を
テ
ー
マ
に
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
に
於
て
第
一
回
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

そ
れ
よ
り
十
七
年
、
そ
の
年
そ
の
年
の
テ

ー
マ
を
選
び
作
品
の
発
表
を
続
け
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
昨
年
十
五
周
年
記
念
の
シ
ョ
ー

を
目
前
に
し
て
一
月
十
七
日
の
大
地
震
に
出

会
い
残
念
な
中
止
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
会
員
は
ニ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
市
野
木

悦
子
さ
ん
前
川
富
紀
子
さ
ん
、
三
越
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
長
井
弘
子
さ
ん
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
魔

女
の
丹
野
最
世
子
さ
ん
、
ク
チ
ュ
リ
エ
ー
ル

の
大
西
節
子
さ
ん
に
私
、
藤
本
ハ
ル
ミ
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
六
名
に
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
月
刊
神
戸
っ

子
の
小
泉
美
喜
子
さ
ん
と
妹
尾
光
子
先
生
、

そ
れ
に
新
し
く
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
受
賞
者
で

あ
る
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
の
佐
藤
悦
枝
さ
ん

が
加
わ
り
文
字
通
り
花
を
添
え
て
く
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
九
月
二
十
日
（
金
）
ポ

ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
に
於
て
「
７
冨
○
ご
両
国
ロ
田
園

花
衣
裳
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
期
待
下
さ
い
ま
せ
。

園
連
絡
先
Ｋ
Ｆ
Ｍ
事
務
局
神
戸
市
中
央
区
山

本
通
２
１
２
１
７
ク
チ
ュ
ー
ル
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
内

藤
本
ハ
ル
ミ
雷
話
０
７
８
－
２
４
２
１
５
６
９
０

３
－

爵
一
一
幕
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－僻

，／
〆

ダ例』Ｆ

■ ﾛ 『『
が 十

これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい逆しるぺ
これは神戸っ子の心の手帖です

ダ
ｒ

Ｆ釦
．
ク
〆

Ｊ用

９月号目次●１９９６－４２４

８
０
２
４
５
６
０
６
８
０
２
４
６
８
２
６
２
４
６
８

４
５
５
５
５
５
７
７
７
８
８
８
８
８
９
９
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ

表紙／「静駒（ざくろ）」小磯良平（兵庫県立近代美術館函
セカンドカバー／女のいる風景石阪春生
目次ＣＧ／高浬圭多

ヨロ
ィ

⑭ 神戸つ子- 9 6 ／ミカエル・ラウドルツプ内橘和久高砂京子
ＫＯＢＥ創生スナップ
ある桑い／ＫＦＭ
ポエム・ド・コウベ／「三宮」鉾十盾亙江絵＝石阪春生
私の: 寂見／陣部函海部が逗し< 童る」長井成雄
連聡エッセイ／酔瞳流披日配⑥ｒテキーラの苦い味」
村松友視絵＝灘本唯人
浅井信雄対睦シリーズ
「復興へ、報遊の使命をかける」ケストー佐蕊公彦
地域文化吟／「寅さん映画の次をどう思う？」塊田勝次
ブライダル対談／「神戸はいま、鍵災結蛎と貿災ペピーブーム」
小山乃里子桂あやめ
もうさんのひょうごウォーク／「福祉のまちづくり条例改定」
創り出そう新しい神戸／「ひょうごグリーンネットワーク」
トアロードまちづくり／「領事館』呉宏明
ＫＯＢＥまちづくり／「どないすんねん新開地」
神戸電園事情／「高橘孟のパソコン日妃」
対談／「タカラヅカとリサイタル」麻美れい広渡勲
亀井一成のズームインＺｏｏ／「足らなかった西瓜」
神戸を福祉の街に／「虫つりと福祉」稲本明
有馬溌時記／女将訪問「奥の坊．先山万紀子さん」
シネマ試写室／「ナッティー．プロフ桑ツサー」淀川長治
もだかる／「ウォーホル展」「スワロウテイル」「ケープルガイ」e t c ，
神戸百店会だより
ぴっと・いん
ポケットジャーナル
るぽえつせい／神戸の文化財はいま⑩「風が街を形づくった」
連戚小説／「ガラスの犀」最裟回木村光理絵＝森漂達夫
神戸っ子倶楽部
海船港／「舟で防波堤に渡る」
北野マップ／「ＪＡＺＺストリートを前にして」
福井恵子のほのぼのフラッグアート／「平成の逓庚椎Ｉ

1１

１５

１６

２５

２７

２８
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』話手
小

手
苧牛
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皿
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ｶ ﾒ ﾗ ／米田定蔵･ 池田年夫･ 松原卓也･ 森田漉志鰯森田詫三・米田英男
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恋
愛
と
結
婚
を
掘
り
下
げ
て
い
く
と
興
味

深
い
発
見
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
「
恋

愛
・
結
婚
の
自
由
化
」
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
ま
恋
愛
と
結
婚
は
、
い
く
つ
か
の
特

徴
で
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
、
多
様

化
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
個
人
個
人
の

事
情
や
考
え
の
も
と
に
、
自
分
の
気
持
ち

に
正
直
な
恋
愛
や
結
婚
を
す
る
時
代
に
な

っ
て
き
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
今
後
「
結
婚
」

と
い
う
形
式
、
制
度
も
さ
ま
ざ
ま
に
変
容

し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
も
社

会
体
裁
よ
り
も
、
気
持
ち
の
面
で
の
「
お

互
い
の
愛
情
の
深
さ
を
計
る
目
安
」
と
い

う
意
味
合
い
が
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
く
よ

う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

結
婚
は
「
し
な
く
て
は
い
け
な
い
」
か

ら
「
し
た
い
相
手
と
出
会
っ
た
と
き
に
す

る
」
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
「
誠
実
」
と
い
う
物
差
し
が
、
人
間
関

誠実の行方

／ 、

適
齢
期
の
男
性
、
女
性
に
、
結
婚
相
手

に
望
む
条
件
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
と
、

必
ず
「
性
格
」
が
ト
ッ
プ
に
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
男
女
問
わ
ず
、
絶
対
的
な
条

件
で
す
。

で
は
、
具
体
的
に
は
…
と
聞
く
と
、
上

位
に
く
る
の
は
「
誠
実
な
人
」
。
実
際
オ

ー
エ
ム
エ
ム
ジ
ー
が
会
員
に
行
っ
た
意
識

調
査
で
も
、
結
婚
相
手
を
選
ぶ
際
の
重
視

ポ
イ
ン
ト
に
、
男
性
で
は
３
位
、
女
性
で

は
１
位
に
こ
の
「
誠
実
」
が
挙
が
っ
て
い

る
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
い
っ
た
い
「
誠
実
」
と
は

な
ん
で
し
ょ
う
か
。

、
誠
実
の
裏
側
に
見
え
る
も
の

⑮
誠
実
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

オーエムエムジ－が語る
「
誠
実
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
現
在
の

現代の結婚事情あれこれ

1８

ノ、

』
愈

鎌

ふ
だ
ん
相
手
が
誠
実
か
ど
う
か
を
先
に

考
え
て
、
人
付
き
合
い
を
す
る
人
は
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
誠
実
」
と
い

う
言
葉
が
無
意
識
に
信
頼
し
合
え
る
関
係

を
示
す
も
の
だ
か
ら
で
す
。

恋
愛
に
限
っ
て
い
え
ば
、
交
流
が
あ
り
、

お
互
い
を
認
め
合
い
、
結
婚
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
時
点
で
す
で
に
お

互
い
を
「
誠
実
な
人
」
と
了
解
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
結
婚
後
も
継

続
し
て
そ
の
信
頼
関
係
を
秋
急
重
ね
て
い

く
こ
と
に
結
婚
の
意
味
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

時
代
に
よ
っ
て
価
値
観
が
ど
う
変
わ
っ

て
も
こ
の
こ
と
は
永
遠
に
続
い
て
い
く

と
、
オ
ー
エ
ム
エ
ム
ジ
ー
で
は
考
え
て
い

ま
す
。

（
資
料
提
供
㈱
オ
ー
エ
ム
エ
ム
ジ
１
）

係
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
必
要
に
な
っ
て

く
る
の
で
し
ょ
う
。

●
一
緒
に
生
き
て
い
く
人
を

信
頼
し
た
い
か
ら
誠
実
を
重
視
す
る

曝諏調霧顛Ｉ
ｏｍｍＧ

株式会社オーエムエムジ一
神戸支社

〒6 5 O 神戸市中央区北長狭通２－５－９
グランドプラザトーア６Ｆ
T E L．Ｏ7 8 - 3 9 1 - 2 7 0 1〈代）
F A X 、0 7 8 - 3 9 1 - 2 7 3 0
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鵬一F アブ軍1
40名￥1.000麺000

L ・会賜
シウスフブワ
オヶＯビデオ
写真Ｏ印刷物
付●かつら・
ﾙ ｶ ﾞ ﾝ ●歌
レイシ●・

万万戸１

衣裳／神戸京屋ヘアメイク／みはら美容室真珠〆' 木下真珠
撮影場所／フルーツ・フラワーパーク内ホテル研修館前・音楽堂前・エントランス広場前
モデル／藤本幸子( ' 9 6 ひようご観光プリンセス）

IqOBIEw‘"卿_銅Ｌ

●
●

、燭

服|‘f雷＝ ｗｎｌＪｗＮｏｘ)ＷＯ
神戸市立ﾌ ﾙ ｰ ﾂ ﾜ ﾗ ﾜーパヒーク' ９６ＫＯＢＥ愛の季節、
〒6 5 1 - 1 5
神戸市北区大沢町上大沢字西谷2 1 5 0

TEL･(078)954-1000
光
と
風
と
自
然
を
感
じ
て

愛
の
フ
ル
ー
ツ
・
フ
ラ
ワ
ー
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

ｎ会珊
ンケスーＺラワ
オケＣビデオ
写真●、i ﾘ 物
付･ ●かつら・かれさ
ルガザ●歌隊
しイン●‐サ

胸一心らョ罰剖
60名￥2,300,000
適用日：全ロ
●・理●●式●室●会喝
●ケーキ●花●束●サコクスァ壷
●両Ｉ会●音響・照明●カラィケ●ビデ

式証明群●Ｎｉ

窪覇
ヒム’ ●・理●物●挙式

●ｹ ｰ ｷ ●花●孔
●両Ｉ会●音響・照Ｈｆ
●寄せ諜営●名翁
●Ｉ出物●裳●義
●式証明牌●チャ
●、添料●暴垂一子

豊
富

亙
れか

隊
鈴

弓
才
物
・
歌
。

ＩＦ口Ｊ凸，ノーF - z j 編Ｉ
小人数￥３００，００００
適用日：平日
で料理Ｃ欺物●式●嘆室Ｏ会場
Ｃケーギ○装花Ｏ花束、サンクズフラワ

●念写真●印刷
【ノ痴菖，』旨画 1
40名￥60 0 , 0 0 0 0

･ 着付●かつら
チオルガミ, ●
一卜しイ菱●．

閏
ｋ
Ｌ

７口Ｉ

日：金日
理●・●挙式●・・
一●花○花束○サ
会Ｏ音響・照明○力う
せ課き｡ 芳名．●：念
出物●裳●美容・着
式証明評●Ｎｉチオ
添僻ｒｌチ五一チ. ﾏ ート

』 ・
ヶ
司
寄
引
Ｆ

●
Ｑ
《
Ｃ
Ｏ
●
●
０
１

○I 出物●

畠ｆ』ぬ( ●

ごj 司会
ご寄せ
Ｑ引出
●挙式
●介添

i - 1 ：､ F 日・仏滅のｔＨ
理●物●式●室
一キ●・花●東Ｃサ
会●響・照明○カマ
せ沸き●名録●念
L I I 物●衣裳●容・着
式証明課●ヤーチォ
添料Ｃヂューチヱート

ヶ
司
需
引
介

●
●
ｃ
ｃ
○
●
●

※筒ま

かえ嵩【
隊
汗

ラオヶＣｌビ霧オ
念写典Ｏ印刷物
着付●かつら・
オルガ〆●・歌
トレイン●．.

添料ｒ１チューチ. 。

適用
●１

式
添

ア
ー
１
，
丁
《
劃

Ｉ
挑

謬
議
櫛
》

Ｈ；Ｉｚ日､ 必滅の土日
理●物●式●室
キ●花Ｏ他束｡ 雑

『/ もす『
40名￥800,0 0 0 0 Ｏ音簿・照明Ｏジ

番き○芳名録●
物●衣裳●容・
誰明課●チャーう
枠Ｏチューチュー

｡ 会場
〆クスララ1 ~ フ
オケＱビデオ
写真○印刷物
付●がつら・力ん葵（
ルガン●歌隊
レイ／●．・・ｷ ト

" Ｍｔさ’
嫌
非司会Ｏ音響．

チ

せ鰐きＱ芳名録●記念
出物●裳●春・着
式証明諜●チャ半才
添料○チューチュト

芳名負
裳●
●チャ
詞. 一千

６２
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て追求した「クリツイア」（ミラノ）、“クラシック＆エレガンス､ ’を
一 ‐コンセプトとするヨーロピアン・テイストの「ジバンシイ」（パリ）一

両服地によるヌーベル・クチュール（中仮縫付きの新しいオーダーメ
イド）を提案しています。さらに' 9 6 秋・冬物より、“サピルローの新

、
ＫＤＢＥＥＸｒＥＬＬＥﾉ V ＴＳＨＯＰ

K O B E E X C E L L E N T F A S H I O N

しい風，’とうたわれている新進気鋭のデザイナー、色の魔術師リチャ

欧風館
" 今秋｢ リチヤード･ ジェームス｣ 幾場，，

雫 欧風館は２１世紀を望む新しい一流テーラー像を揚げて1 9 9 5 年１月に
オープンしましたｅ
英国製最高級紳士服地「フインテックス」を中心に使用、“クラ；
ソク＆トラディッショナル”を主流とした正統派ロイヤル・ブリティ国

ゾシュ・テイストの「ロイヤル・プレミアム・オーダー」など、経験
4 0 年という名人級の技術者による手縫い仕立ての超高級お誹え紳士服
のコーナーをはじめ、イタリアン・テイストのトップファッションを
セールスポイントに、‘エレガンス＆ファッショナブル' ，をテーマとし

※このシリーズは上記の専門店の提
供によるものです。

ｰ －－

－ド・ジェームス（ロンドン）による“クラシック＆ファソショナブ
ル‘，をベースにデザインされたオリジナルの紳士服が日本に初めて上
陸し大きな反響を呼んでいます。

一一一琶一聖

〒l o o 東京郁1 ｢ - 代ｍｌＸ内幸町1 - 1 - 1
帝同ﾎ ﾃ ﾙ 本館ｱ ｰ ｹ ｰ ド内

画0 3 - 3 5 0 3 - 7 9 7 3 店憂竹中陽一郎

欧風館

』

★神戸唯一のﾎ ﾞ ﾙ ﾎ ﾞ ﾈ ｰ ｾ ﾞ ﾄ ｰ ﾀ ﾙ ブﾃ ｲ ｯ ｸ

因Ｂろ従)ろ
神戸市中央区元町逝3 1 .侭』１２壷3 9 1 - ”恥

雄
③
神戸巾中央腫元町

高の風格

雪吉洋服店
通3丁目1 - 1 7 五3 乳２２５０

★よろず御翻衣縫

神戸三ノ
上虚

ﾔツ
宮町3丁目1 - 6念3 3 1 - 2 1 6 8

★選りすぐった一点を…。

SancIrle
神戸市中央区元珂迩2J･目５７念331-世１７０７

鐙LｌＺＡ
神戸市中央区三A禽町２１.目６．．１壷391. 6 s０６

☆婦人帽子

へQQ,cムラ＜･Ｗｒ、
マキシン

神戸市中央区北艮狭迩2 丁月6 - 1 3 壷3 3 ｣ - 6 7 1 1

金圃肯名園貨店雛縮緬ド）
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衣裳鐸つるや衣裳店
撮影場所髭
新神戸オリエ産タルホテル
モデヅレソ侭上原三葉

0 9 6 ＫＯＢＥ愛の季節

, 弓

神
戸
っ
子
の

母
子
三
代
に
わ
た
る
花
嫁
を

母
子
三
代
で
創
り
続
け
て
い
ま
す
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■
ポ
エ
ム
ド
コ
ウ
ベ
〈
９
月
〉

ひ
ょ
っ
こ
り

ビ
ル
が
消
え
て
空
が
大
き
く
な
っ
た

こ
ん
な
に
も
光
が
そ
そ
い
で

風
の
通
う
街
だ
と
は
知
ら
な
か
っ
た

神
戸
の
海
は
す
ぐ
そ
こ
に
あ
っ
た
ん
だ

見
え
な
か
っ
た
も
の
が

姿
を
現
わ
し
た

佐
土
原
夏
江

■

１
２５

１

宮

絵
／
石
阪
春
生
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ママといっしょに

｡1面ｇr〃＆宏舟アグ
ペアヶーキ

お喜びを伝えるお二人のシルエット
ペアスタイルの贈りもの

2６

Ａセット
Ｂセット
Ｃセット
Ｄセット
Ｅセット
Ｆセット

〆

△
|ＮｌＣS ＡＭＯＴＯＣＬ

璽禦別仙晶うエリト
本社〒6 5 1 - 2 1 神戸市西区北別府２－１－２

T E L O 7 8 - 9 7 4 - 9 7 5 6 F A X O 7 8 - 9 7 4 - 9 7 5 8
プﾗ ｲ タﾉ 1 点ビフト〒5 5 8 大阪市住吉区苅田町7 丁目1 2 - 1 9
廟業部・大阪T E L O 6 - 6 9 7 - 9 4 3 5 F A X O 6 - 6 9 7 - 4 1 8 8

☆佐本産科・婦人科☆
佐本学

神戸市兵庫区中道通4 - 1 - 1 5
T E L ; 0 7 8 - 5 7 5 - 1 0 2 4 (病室TEL: 0 7 8 - 5 7 1 7 - 7 0 3 4）

市バス上沢４{ 亭南スグ
●駐車場完備●

,盤

擬γ
ゾ

開
●
種
…

赤ちゃん：遠山由梨香ちゃん(平成8年３月2 2日生まれ）
パパ：芳樹さんママ：久美さん
｢ わがままでもお転婆でもいいから、光り輝く女の子になってね」

クラウンケーキ＆パウムクーヘン
クラウンケーキ＆クッキー
クラウンケーキ＆アーモンドケーキ
バウムクーヘン＆クッキー
バウムクーヘン＆アーモンドケーキ
ク、ソキ－＆アーモンドケーキ
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識;ｉ

口
私
の
意
見

一
○
○
年
の
歳
月
を
経
て

震
災
を
経
て

今
、
東
部
臨
海
部
が
遥
し
く
躍
る

長
井
成
雄

〈
諦
蕊
瀦
溌
議
計
露
地
議
発
本
罫

灘溌

あ
の
悪
夢
の
よ
う
な
大
震
災
か
ら
１
年
半
が
過
ぎ
た
が
、
今
、

思
い
起
こ
し
て
も
「
ま
さ
か
、
な
ん
で
や
れ
ん
」
と
し
か
言
い
よ

う
の
な
い
ほ
ど
の
強
烈
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。

私
は
、
長
田
区
の
刈
藻
島
の
運
河
で
産
湯
を
つ
か
り
長
田
神
社

に
お
宮
参
り
し
、
兵
庫
区
、
須
磨
区
と
移
り
住
ん
で
、
地
元
で
働

く
な
ら
神
戸
製
鋼
と
親
に
言
わ
れ
、
す
で
に
半
世
紀
も
神
戸
で
過

ご
し
て
い
る
「
神
戸
っ
子
」
で
あ
る
。
特
に
私
が
生
ま
れ
育
っ
た

思
い
出
深
い
下
町
に
相
当
な
被
害
が
集
中
し
た
こ
と
は
大
変
残
念

な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
生
か
し
活
力

あ
ふ
れ
る
町
と
し
て
遥
し
く
復
興
し
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

一
方
、
私
の
働
い
て
い
る
職
場
は
中
央
区
、
灘
区
の
臨
海
部
に

点
在
し
て
い
る
が
、
神
戸
製
鉄
所
が
大
打
撃
を
受
け
る
な
ど
、
そ

の
被
災
額
が
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
１
０
０
０
億
円
を
越
す
額
に

上
っ
た
。
特
に
、
我
々
神
鋼
マ
ン
に
と
っ
て
誇
り
高
き
シ
ン
ボ
ル

で
あ
っ
た
「
高
炉
の
灯
」
が
消
え
た
こ
と
は
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
で

あ
っ
た
し
、
会
社
に
と
っ
て
も
神
戸
に
踏
み
止
ま
る
か
ど
う
か
の

決
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
未
曾
有
の
ピ
ン
チ
で
あ
っ
た
よ
う

に
思
う
。
懸
命
の
復
旧
に
よ
っ
て
、
震
災
後
、
日
目
に
は
感
動
的

な
「
高
炉
へ
の
再
火
入
れ
」
を
果
た
し
た
が
、
震
災
後
い
ち
早
く

灯
し
た
高
炉
の
火
が
虹
世
紀
を
照
ら
す
道
標
と
な
る
よ
う
に
地
元

企
業
と
し
て
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
震
災
復
興
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
東
部
新
都
心
計
画
は
、
当
社
の
脇
浜
・
岩
屋
工
場

跡
地
を
中
心
に
、
居
住
機
能
、
業
務
・
研
究
機
能
、
文
化
・
交
流

機
能
を
備
え
た
「
多
機
能
複
合
型
」
の
新
都
心
の
形
成
を
め
ざ
し

て
お
り
、
虹
世
紀
に
向
け
た
壮
大
な
街
づ
く
り
計
画
が
動
き
始
め

て
い
る
。
こ
の
地
区
は
当
社
発
祥
の
地
と
し
て
”
年
の
長
き
に
わ

た
り
先
輩
達
が
汗
し
、
涙
し
、
守
り
続
け
て
き
た
貴
重
な
経
営
資

源
で
あ
る
と
と
も
に
、
新
生
こ
う
べ
の
都
市
づ
く
り
に
お
い
て
も

貴
重
な
都
市
資
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

当
社
誕
生
以
来
、
生
産
活
動
の
用
に
供
し
て
き
た
土
地
が
、
今
、

一
○
○
年
の
歳
月
を
経
て
、
震
災
を
乗
り
越
え
て
「
発
見
と
驚
き

と
感
動
を
与
え
る
新
た
な
街
」
に
唾
ろ
う
と
し
て
い
る
。

１
町
Ｉ
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臼

の
主
役
と
し
て
丁
重
に
招
き
、
自
ら
は
悪
役
に
回
り
な
が
ら
、

け
つ
き
よ
く
は
主
役
の
ク
ー
パ
ー
を
喰
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
因
縁
つ
き
の
映
画
だ
っ
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
私
は
ベ
ラ

ク
ル
ス
と
い
う
港
町
に
は
大
い
に
興
味
が
あ
っ
た
。

そ
の
ベ
ラ
ク
ル
ス
に
は
、
か
つ
て
ス
ク
リ
ー
ン
で
見
た
の

と
同
じ
風
景
が
あ
っ
た
。
ク
ー
パ
ー
と
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
の

虚
々
実
々
の
駆
け
引
き
を
頭
に
う
か
べ
な
が
ら
、
私
は
脈
ソ

ン
・
ハ
ロ
ー
チ
ョ
”
と
ベ
ラ
ク
ル
ス
産
の
赤
ワ
イ
ン
を
楽
し

ん
だ
も
の
だ
っ
た
。

さ
て
問
題
は
オ
ア
ハ
カ
だ
っ
た
。
オ
ア
ハ
カ
に
は
名
物
の

メ
ス
カ
ル
と
い
う
テ
キ
ー
ラ
が
あ
る
。
こ
の
メ
ス
カ
ル
は
や

や
黄
金
色
を
お
び
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
は
理
由
が
あ
っ
た
。

大
体
、
テ
キ
ー
ラ
の
原
料
は
龍
舌
蘭
だ
。
そ
の
昔
、
太
陽

に
じ
り
じ
り
と
照
ら
さ
れ
、
た
だ
れ
た
よ
う
に
溶
け
た
龍
舌

蘭
の
葉
を
、
犬
が
ペ
ロ
ペ
ロ
と
祇
め
て
い
た
の
を
見
た
人
が
、

や
け
に
旨
そ
う
に
敵
め
て
い
る
な
と
思
っ
た
の
が
、
テ
キ
ー

ラ
誕
生
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
犬
が
ペ
ロ
ペ
ロ
と
敵
め
る
の

を
見
て
や
け
に
旨
そ
う
だ
と
思
っ
た
…
…
そ
の
人
が
呑
ん
兵

衛
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
、
テ
キ
ー
ラ
は
酒
好
き
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
た
酒
で
あ
る
こ
と
も
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
証

明
し
て
い
る
。

ま
、
テ
キ
ー
ラ
は
そ
う
や
っ
て
誕
生
し
た
の
だ
が
、
南
部

で
テ
キ
ー
ラ
を
つ
く
っ
て
い
る
と
き
、
そ
の
テ
キ
ー
ラ
の
中

テ
キ
ー
ラ
の
苦
い
味

村
松
友
覗
く
作
家
〉

外
国
へ
の
旅
で
め
ず
ら
し
い
酒
を
味
わ
い
、
い
た
く
感
動

す
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
が
、
め
ず
ら
し
す
ぎ
て
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
る
よ
う
な
酒
も
あ
る
。
私
は
、
め
ず
ら
し
物
好
き
に
属

す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
日
本
で
は
め
っ
た
に
お
目
に

か
か
れ
な
い
な
ど
と
言
わ
れ
る
と
、
こ
れ
は
触
れ
て
お
か
ね

ば
な
ら
ぬ
と
思
っ
て
し
ま
う
タ
イ
プ
だ
。

か
っ
て
、
「
音
楽
の
旅
は
る
か
」
と
い
う
番
組
で
、
メ
キ

シ
コ
へ
と
旅
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
番
組
の
中
の
私

の
目
的
は
、
「
泣
き
女
」
と
い
う
メ
キ
シ
コ
の
曲
を
さ
ま
ざ

ま
な
ス
タ
イ
ル
の
演
奏
や
歌
で
聴
く
と
い
う
こ
と
と
、
“
ソ

ン
・
ハ
ロ
ー
チ
ョ
”
す
な
わ
ち
“
ベ
ラ
ク
ル
ス
の
歌
”
を
聴

く
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
メ
キ
シ
コ
も
南
の
オ
ア
ハ
カ
あ
た

り
と
ベ
ラ
ク
ル
ス
と
い
う
港
町
が
取
材
で
訪
れ
る
べ
き
場
所

だ
っ
た
。

私
は
学
生
時
代
に
「
ベ
ラ
ク
ル
ス
」
と
い
う
映
画
を
見
た
。

こ
れ
は
、
ゲ
ー
リ
ー
・
ク
ー
パ
ー
と
パ
ー
ト
・
ラ
ン
カ
ス
タ

ー
が
役
の
上
で
も
演
技
の
上
で
も
火
花
を
散
ら
す
痛
快
な
映

画
だ
っ
た
が
、
西
部
劇
な
の
に
舞
台
が
ベ
ラ
ク
ル
ス
と
い
う

港
町
だ
っ
た
。
マ
ー
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
主
演
の
「
片
目
の
ジ

ャ
ッ
ク
」
も
港
町
が
舞
台
だ
っ
た
が
、
西
部
劇
と
港
町
の
組

合
せ
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
「
ベ
ラ
ク
ス
ル
ス
」
は
、

パ
ー
ト
・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
が
自
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
主
演
し

た
作
品
で
、
大
物
ス
タ
ー
の
ゲ
ー
リ
ー
・
ク
ー
パ
ー
を
善
玉

カット／灘本唯人
題字／筆者
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〈
む
ら
ま
つ
．
と
も
み
〉
一
九
四
○
年
東
京
生
ま
れ
。
慶
応

義
塾
大
学
文
学
部
卒
。
六
三
年
中
央
公
論
社
に
入
社
。
「
小

説
中
央
公
論
」
「
婦
人
公
論
」
「
海
」
編
集
部
員
を
経
て
、

八
一
年
退
社
。
八
二
年
「
時
代
屋
の
女
房
」
で
直
木
賞
受
賞
。

主
な
著
書
は
『
私
、
プ
ロ
レ
ス
の
味
方
で
す
」
『
百
合
子
さ

ん
は
何
色
」
デ
プ
サ
ン
物
壷
『
流
氷
ま
で
』
な
ど
。

Ｍし／

１
２９

１

へ
龍
舌
蘭
の
葉
を
喰
っ
て
い
た
グ
サ
ー
ノ
と
呼
ば
れ
る
青

虫
み
た
い
な
も
の
が
落
っ
こ
ち
た
。
グ
サ
ー
ノ
は
即
死
し

て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
エ
キ
ス
が
テ
キ
ー
ラ
の

中
に
惨
み
出
て
、
や
や
黄
金
色
を
お
び
て
き
た
。
ひ
と
口

飲
ん
で
み
る
と
、
ち
ょ
っ
と
変
っ
た
風
味
の
あ
る
テ
キ
ー

ラ
に
仕
立
あ
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
オ
ァ
ハ
カ
名
物
メ

ス
カ
ル
誕
生
も
の
が
た
り
だ
。

つ
ま
り
、
メ
ス
カ
ル
は
オ
ア
ハ
カ
の
名
物
な
の
だ
か
ら
、

当
然
、
私
は
そ
れ
を
現
地
で
飲
み
た
い
と
思
っ
た
。
し
か

も
、
メ
ス
カ
ル
を
つ
く
っ
て
い
る
家
へ
行
っ
て
飲
ま
せ
て

も
ら
う
と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
得
が
た
い
体
験
だ
と

よ
ろ
こ
び
い
さ
ん
だ
。

グ
ラ
ス
を
持
っ
て
い
る
と
、
そ
の
家
の
オ
ヤ
ジ
が
何
か

を
つ
ま
ん
で
私
に
向
け
て
さ
し
出
し
た
。
そ
れ
は
グ
サ
ー

ノ
が
干
か
ら
び
た
や
つ
だ
っ
た
。
そ
れ
を
少
し
噛
ん
で
は

メ
ス
カ
ル
を
口
へ
運
ぶ
と
、
こ
た
え
ら
れ
な
い
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
を
生
む
の
だ
と
オ
ヤ
ジ
は
言
っ
た
。

私
は
、
右
手
に
グ
ラ
ス
を
持
ち
左
手
に
グ
サ
ー
ノ
を
つ

ま
ん
で
カ
メ
ラ
へ
目
を
向
け
た
。
そ
し
て
、
カ
メ
ラ
の
う

し
ろ
に
い
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
向
っ
て
、

「
グ
サ
ー
ノ
っ
て
、
日
本
語
に
訳
す
と
何
に
な
る
の
か

な
あ
」と

言
っ
た
。
す
る
と
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
申
し
訳
な

さ
そ
う
な
顔
を
つ
く
っ
て
答
え
た
。

「
す
み
ま
せ
ん
、
ウ
ジ
虫
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
…
」

私
は
、
両
手
を
宙
に
か
か
げ
、
カ
メ
ラ
を
見
す
え
た
ま

ま
硬
直
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。鍵
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灸
ケ
ス
ト
〉

篭

浅
井
名
刺
に
新
社
屋
の
写
真
が
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
建
物
に

移
っ
て
張
り
切
っ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

佐
藤
三
宮
の
新
聞
会
館
が
大
震
災
で
壊
れ
、
転
々
と
仮
住
ま
い

を
続
け
て
き
た
の
で
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

浅
井
住
み
心
地
、
働
き
心
地
は
ど
う
で
す
か
。

佐
藤
眺
め
が
い
い
で
で
す
ね
。
山
も
港
も
ま
ち
も
広
く
見
え
ま
す
。

浅
井
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
新
社
屋
に
編
集
局
や
広
告
局
を
置

き
、
印
刷
、
発
送
の
業
務
は
西
区
の
工
場
で
行
う
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
拠
点
を
二
つ
に
分
け
た
理
由
は
何
で
す
か
。

復
興
へ
、
報
道
の
使
命
を
か
け
る

佐
藤
公
彦

浅
井
信
雄

由
浅
井
信
雄
対
談
シ
リ
ー
ズ
〈
妬
〉

〈
神
戸
新
司
社
湯
集
局
長
〉

（
神
戸
市
外
国
語
大
学
教
授
〉

佐
藤
分
割
は
八
年
前
か
ら
や
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
新
聞
は
、

以
前
は
列
車
で
販
売
店
に
運
ん
で
い
ま
し
た
。
駅
の
そ
ば
に
輪
転

機
を
置
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。
い
ま
は
自
動
車
輸
送
な
の
で
、

印
刷
す
る
場
所
は
必
ず
し
も
市
街
地
で
な
く
て
も
か
ま
い
せ
ん
。

む
し
ろ
郊
外
の
道
路
交
通
の
便
が
い
い
と
こ
ろ
が
経
済
的
で
す
。

鉛
活
字
を
使
っ
て
い
た
こ
ろ
は
、
編
集
局
と
印
刷
局
の
間
を
紙
型

や
鉛
版
を
持
っ
て
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ま
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
紙
面
を
作
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
離
れ
て
い
て
も
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
。

( あさい．のぶお）1 9 3 5 年新潟県生まれ。東京外大卒。読売
新聞ワシントン支局長など海外勤務十年以上。米国ジョージ
タウン大客員研究員、三菱総合研究所客員研究員などを経て
8 7 年から現職。著書「アメリカ5 0 州を読む地図」「民族世界
地図」ほか。横浜市在住。
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浅
井
神
戸
新
聞
は
二
十
年
ほ
ど
前
に
「
阪
神
間
に
直
下
型
地
震

☆
地
方
版
削
減
は
つ
ら
か
っ
た

浅
井
あ
の
一
月
十
七
日
の
夕
刊
も
休
ま
ず
発
行
し
た
こ
と
は
新

聞
界
の
語
り
草
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
京
都
新
聞
社
と
結
ん
で
い

た
災
害
時
の
協
力
協
定
が
大
き
く
役
立
ち
ま
し
た
。
あ
の
協
定
を

結
ぼ
う
と
い
う
発
想
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
す
か
。

佐
藤
新
聞
製
作
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
し
た
の
が
京
都
新
聞

社
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
で
、
そ
の
更
新
時
期
を
同
じ
よ
う
に
迎
え
て

い
ま
し
た
。
京
都
新
聞
社
の
方
か
ら
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
は
ト
ラ

ブ
ル
が
付
き
物
だ
か
ら
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、
互
い
に
助
け
合
お

う
」
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
一
年
半
か
け
て

協
定
に
た
ど
り
つ
い
た
の
で
す
。

浅
井
地
震
を
想
定
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
…
。

佐
藤
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン
に
備
え
て
、
と
い
う
の
で
は
ど

う
も
新
聞
社
ら
し
く
な
い
、
地
震
、
台
風
、
津
波
に
備
え
て
と
言

っ
た
方
が
緊
迫
感
が
あ
る
、
と
、
そ
ん
な
こ
と
で
災
害
対
策
協
定

と
い
う
名
前
に
な
っ
た
の
で
す
。

( さとう．きみひこ）1 9 4 1 年北海道生まれ。６４年中央大学法学
部卒。神戸新聞社入社。デイリースポーツ東京本社整理部に配
属された後、神戸新聞社整理部、姫路支社佐用支局などを経て
9 . 1 年に整理部長、９３年編集局次長、９６年３月から編集局長。神
戸市灘反存佳。

の
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

た
だ
「
二
十
年
後
に
来
る
」
と
は
書
い
て
な
か
っ
た
（
笑
い
）
・

そ
の
記
事
は
覚
え
て
い
ま
し
た
か
。

佐
藤
全
く
忘
れ
て
い
ま
し
た
（
笑
い
）
・
外
部
の
方
か
ら
「
貴

重
な
警
告
を
し
て
い
た
の
だ
よ
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
三
年
前

に
も
社
会
面
ト
ッ
プ
に
書
い
た
り
、
企
画
も
の
で
関
西
は
直
下
型

の
地
震
の
恐
れ
が
あ
る
と
連
載
し
た
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
わ

た
し
た
ち
自
身
が
地
震
に
備
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
の
地
震
直
前
に
も
朝
刊
の
コ
ラ
ム
「
正
平
調
」
で
「
地
震
は

忘
れ
た
こ
ろ
に
来
る
。
こ
と
し
が
ナ
マ
ズ
年
に
な
ら
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
よ
う
」
と
書
い
て
も
い
た
の
で
す
が
…
。

浅
井
そ
れ
を
読
ん
だ
人
が
、
今
年
は
十
分
気
を
付
け
よ
う
と
何

か
備
え
た
と
い
う
話
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

佐
藤
残
念
な
が
ら
、
だ
れ
か
が
防
災
対
策
を
し
た
と
い
う
話
は

聞
き
ま
せ
ん
。
わ
た
し
も
何
も
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

浅
井
昨
年
九
月
に
毎
日
放
送
の
斎
藤
守
慶
社
長
と
対
談
し
た
と

き
、
毎
日
放
送
は
一
年
前
か
ら
地
震
対
策
を
立
て
て
い
て
、
こ
れ

が
役
立
っ
た
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
準
備
を
し
て

い
た
企
業
も
あ
る
の
で
す
。
神
戸
で
事
前
に
対
策
を
立
て
て
い
た

3-1
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と
こ
ろ
は
あ
り
ま
し
た
か
。

佐
藤
か
な
り
綿
密
に
取
材
を
し
て
探
し
た
の
で
す
が
、
見
つ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
逆
に
、
東
京
か
ら
神
戸
に
転
勤
し
て
来
た
人

た
ち
は
「
地
震
の
お
そ
れ
の
な
い
神
戸
に
来
て
ほ
っ
と
し
た
」
と

い
う
話
ば
か
り
…
。

浅
井
佐
藤
さ
ん
は
地
震
の
当
時
は
編
集
局
次
長
で
、
今
年
三
月

か
ら
編
集
局
長
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
震
災
報
道
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
議
論
が
あ
り
ま
す
が
、
よ
か
っ
た
点
、
こ
う
し
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
の
に
、
と
い
う
点
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

佐
藤
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
い
う
と
、
直
後
の
新
聞
は
、
京
都

新
聞
で
夕
刊
一
○
ペ
ー
ジ
、
朝
刊
二
十
四
ペ
ー
ジ
を
作
っ
た
の
で

す
が
、
こ
の
う
ち
神
戸
新
聞
の
記
者
が
整
理
を
し
て
作
っ
た
の
は

わ
ず
か
四
ペ
ー
ジ
。
家
庭
面
、
運
動
面
な
ど
残
り
は
京
都
新
聞
の

紙
面
を
流
用
す
る
形
で
出
し
ま
し
た
。
地
方
紙
と
し
て
特
色
の
あ

る
地
方
版
が
早
版
か
ら
最
終
版
ま
で
全
体
で
十
九
面
あ
る
の
で
す

が
、
こ
れ
が
全
く
作
れ
な
か
っ
た
の
が
と
て
も
残
念
で
し
た
。
こ

と
に
、
但
馬
や
丹
波
、
播
磨
な
ど
、
被
災
は
し
な
か
っ
た
け
れ
ど

懸
命
に
支
援
し
て
く
れ
た
人
た
ち
の
動
き
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
に

伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
心
残
り
で
す
。

浅
井
震
災
直
後
、
暴
動
も
な
く
略
奪
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
う
わ
さ
で
は
泥
棒
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た

と
聞
き
ま
す
が
、
そ
う
し
た
記
事
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
意
図
的
に
掲
載
し
な
い
方
針
だ
っ
た
の
で
す
か
。

佐
藤
そ
う
し
た
事
件
を
書
く
な
と
い
う
方
針
は
あ
り
ま
せ
ん
で

浅井信雄さん

浅
井
地
震
に
対
す
る
認
識
に
は
県
内
で
も
差
が
あ
る
よ
う
で

す
。
神
戸
市
内
で
も
六
甲
の
山
を
越
え
る
と
別
世
界
、
と
い
う
状

況
で
し
た
か
ら
、
広
い
兵
庫
県
内
で
は
震
災
に
つ
い
て
の
考
え
に

違
い
が
出
て
来
て
い
る
で
し
ょ
う
。
新
聞
社
に
は
ど
ん
な
意
見
が

来
て
い
ま
す
か
。

佐
藤
最
初
の
三
カ
月
く
ら
い
は
新
聞
社
に
寄
せ
ら
れ
る
声
も
ま

と
ま
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
四
カ
月
目
く
ら
い
か
ら
は
、
被
害
が

な
か
っ
た
地
方
か
ら
は
「
震
災
ば
か
り
書
い
て
い
る
が
、
い
い
か

げ
ん
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
出
て
き
ま
し
た
。

浅
井
そ
う
し
た
声
に
は
ど
う
対
応
を
さ
れ
た
の
で
す
か
。

佐
藤
編
集
局
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
二
年
間
は
あ
え
て
震
災

報
道
を
重
点
的
に
続
け
よ
う
と
い
う
方
針
を
立
て
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
雲
仙
。
島
原
の
噴
火
災
害
、
奥
尻
の
津
波
災
害
の
報
道
に

ｌ
亜
Ｉ

し
た
。
確
か
に
う
わ
さ
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
取
材
し
た
け
れ
ど

事
実
が
出
て
来
こ
な
い
。
警
察
へ
の
被
害
届
も
出
て
い
な
い
し
、

現
場
に
行
っ
て
も
確
認
で
き
な
い
。
う
わ
さ
だ
け
が
広
が
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

浅
井
あ
の
混
乱
の
時
期
で
す
か
ら
警
察
の
機
能
も
低
下
し
て
い

た
し
、
確
認
も
難
し
い
状
況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
女
性
に
対
す

る
暴
行
事
件
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
い
う
う
わ
さ
も
流
れ
て
い
ま

し
た
が
、
事
実
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
新
聞
社
に

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
も
広
い
方
面
で
取
材
し
ま
し

た
が
、
確
認
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
浮
か
ん

で
き
た
の
は
、
あ
る
女
性
問
題
電
話
相
談
に
被
害
を
訴
え
る
三
十

数
件
の
電
話
が
あ
っ
た
と
い
う
話
を
つ
か
ん
だ
の
で
す
が
、
ほ
か

の
電
話
相
談
に
は
そ
う
し
た
訴
え
は
ほ
と
ん
ど
来
て
い
な
い
。
公

的
な
機
関
に
も
そ
う
し
た
訴
え
は
少
な
い
。
で
す
か
ら
、
三
十
数

件
の
電
話
相
談
が
あ
っ
た
と
い
う
話
も
信
じ
が
た
い
部
分
が
あ
る

と
判
断
し
て
ス
ト
レ
ー
ト
な
記
事
に
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

☆
二
年
間
は
震
災
報
道
に
重
点
を
置
く

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



佐藤公彦さん

つ
い
て
も
い
え
る
の
で
す
が
、
わ
た
し
た
ち
は
こ
れ
ま
で
一
過
性

の
報
道
し
か
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
が
あ
り
ま
す
。
今
度

の
震
災
で
の
最
大
の
教
訓
は
、
災
害
を
他
人
事
と
し
て
と
ら
え
て

は
い
け
な
い
、
す
く
な
く
と
も
兵
庫
県
民
全
体
の
こ
と
と
し
て
考

え
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
学
ん
だ
こ
と
で
す
。

浅
井
兵
庫
県
だ
け
で
は
な
く
全
国
で
も
考
え
て
ほ
し
い
こ
と
で

す
が
、
現
実
に
は
、
温
度
差
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
震
災
へ
の
対
応

に
ず
い
ぶ
ん
差
が
で
て
き
て
い
ま
す
。

佐
藤
神
戸
市
内
で
も
温
度
差
は
は
っ
き
り
あ
る
の
で
す
が
、
神

戸
新
聞
が
震
災
を
片
隅
に
追
い
や
ら
な
い
姿
勢
を
貫
く
こ
と
で
、

温
度
差
を
な
く
す
よ
う
身
を
も
っ
て
示
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

浅
井
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
が
、
震
災
か
ら
半
年
た
っ
た
こ
ろ
、

六
甲
の
北
側
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
て
い
る
と
、
隣
の
席
で

「
き
ょ
う
三
宮
に
行
っ
て
き
た
が
神
戸
は
ま
だ
大
変
だ
よ
」
と
話

し
て
い
る
の
で
す
ね
。
自
分
も
神
戸
に
い
る
の
に
。
同
じ
神
戸
市

民
で
も
こ
れ
程
の
差
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
中
央
と
神
戸
と
で
は

認
識
に
大
き
な
差
が
あ
る
の
は
止
む
得
な
い
と
言
え
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
も
日
本
人
は
人
の
不
幸
を
他
人
事
と
し
か
考

え
な
い
風
潮
が
強
く
あ
り
ま
す
。
Ｏ
Ｉ
１
５
７
の
問
題
で
も
、
岡

山
で
発
生
が
報
じ
ら
れ
て
も
、
例
え
ば
堺
市
で
は
何
の
対
応
も
取

ら
な
か
っ
た
。

佐
藤
実
は
そ
れ
は
神
戸
新
聞
で
も
同
じ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

の
各
地
の
災
害
に
つ
い
て
一
過
性
の
報
道
は
し
て
も
、
そ
れ
を
教

鑓
。＃
#蕊（

☆
地
震
保
険
の
実
現
に
向
け
て

浅
井
い
ま
の
復
興
の
状
況
は
、
完
全
復
興
を
一
○
と
す
る
と
ど

の
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
道
路
、
港
な
ど
イ
ン
フ
ラ
は
七
割
か
ら
八
割
は
復
興
し
て

い
る
が
、
生
活
の
面
で
は
五
割
も
い
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
ひ

と
つ
気
に
な
る
の
は
、
公
費
で
資
産
を
援
助
し
な
い
と
言
い
な
が

ら
、
個
人
資
産
の
処
理
を
公
費
で
援
助
し
た
が
れ
き
処
理
が
外
見

的
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
壊
れ
た
家
を
す
ば

や
く
解
体
処
理
し
て
し
ま
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
全
国
か
ら
来
た
新

聞
関
係
者
た
ち
も
「
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
ね
」
と
感

想
を
言
う
。
復
興
し
て
い
る
の
だ
と
錯
覚
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

仮
設
住
宅
も
、
人
工
島
や
六
甲
山
の
北
側
に
建
て
た
も
の
だ
か
ら
、

ち
よ
こ
つ
と
神
戸
に
来
た
人
の
目
に
は
入
ら
な
い
。
「
神
戸
は
早

く
立
ち
直
っ
た
」
と
思
っ
て
し
ま
う
。

浅
井
外
見
で
す
ぐ
判
断
し
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
ね
。
電
気
が
早

く
回
復
し
た
の
は
い
い
こ
と
な
の
だ
け
ど
、
三
宮
あ
た
り
で
明
か

り
が
こ
う
こ
う
と
灯
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
す
っ
か
り
元
に
戻

っ
た
の
だ
な
と
思
っ
て
し
ま
う
。
明
か
り
は
人
を
惑
わ
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

佐
藤
生
活
の
面
で
は
、
仮
設
住
宅
に
行
っ
て
い
る
人
だ
け
で
な

く
、
親
戚
や
知
り
合
い
を
頼
っ
て
移
っ
て
行
っ
た
人
た
ち
が
相
当

数
に
な
っ
て
い
る
。
家
を
再
建
し
て
も
二
重
ロ
ー
ン
に
悩
ん
で
い

る
人
が
多
い
。
会
社
が
つ
ぶ
れ
た
り
、
震
災
を
機
会
に
リ
ス
ト
ラ

の
対
象
に
な
っ
て
失
業
し
た
人
も
た
く
さ
ん
い
る
。
暮
ら
し
の
復

興
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。

浅
井
政
府
は
個
人
補
償
は
し
な
い
と
し
て
い
る
の
で
す
が
、
長

期
的
に
見
て
何
ら
か
の
救
済
制
度
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

訓
に
何
か
し
た
か
と
い
う
と
何
も
な
い
。
半
年
後
、
一
年
後
ど
う

な
っ
て
い
た
か
と
い
う
報
道
を
き
っ
ち
り
や
っ
て
い
れ
ば
、
阪
神

大
震
災
に
対
し
て
も
も
う
少
し
何
と
か
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
反
省
が
あ
り
ま
す
。

１
３３

１
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１
４
１
３

浅
井
政
府
の
阪
神
・
淡
路
復
皿
〈
委
員
会
の
下
河
辺
淳
委
員
長

は
、
一
月
号
の
こ
の
対
談
で
「
地
元
の
新
聞
、
神
戸
新
聞
の
役
割

に
大
い
に
期
待
し
て
い
る
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

佐
藤
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、
困
難
な
点
も
あ

り
ま
す
。
同
が
も
っ
と
補
助
す
る
べ
き
だ
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や

る
と
、
読
者
は
、
そ
の
補
助
が
あ
た
か
も
実
現
す
る
も
の
だ
と
思

い
込
ん
で
し
ま
う
。
実
現
し
な
い
と
分
か
る
と
、
神
戸
新
聞
が
責

任
を
取
っ
て
く
れ
、
と
言
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
神
戸
新

聞
に
は
情
報
科
学
研
究
所
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
が
い
ろ
ん

な
調
査
や
提
言
を
ま
と
め
た
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
て
多
角

的
な
研
究
や
議
論
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
大
学
、
医
師
会
、
弁
誰

士
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
い
ろ
ん
な
団
体
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
る
役
目
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

浅
井
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
と
、
あ
た
か
も
そ
れ
は
実
現

す
る
も
の
だ
と
読
者
が
思
い
込
ん
で
し
ま
う
と
い
う
悩
み
は
よ
く

分
か
り
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
、
新
聞
は
金
メ
ダ
ル
は
一
○

個
以
上
取
れ
る
と
書
き
立
て
て
い
る
。
読
者
も
そ
れ
が
当
然
だ
と

思
い
込
ん
で
、
取
れ
な
か
っ
た
ら
新
聞
に
腹
を
立
て
る
。
新
聞
が

政
府
に
対
し
て
地
元
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
を
ぶ
つ
け
、
政
府
が
そ

れ
は
無
理
だ
と
す
る
と
み
ん
な
が
っ
か
り
し
て
、
新
聞
が
悪
い
と

言
い
出
す
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
地
元
と
中
央
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
新
聞
が
冷
静
に
分
析
す
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い

で
す
か
。

佐
藤
ご
指
摘
の
と
お
り
で
す
。
市
民
に
と
っ
て
行
政
と
い
う
の

は
市
で
あ
り
県
な
の
で
す
。
市
民
が
交
渉
す
る
の
は
、
市
や
県
の

職
員
と
交
渉
す
る
の
で
す
が
、
市
や
県
は
権
限
を
ほ
と
ん
ど
も
っ

て
い
な
い
。
国
の
承
認
が
な
い
と
何
も
で
き
な
い
の
で
す
。
地
方

分
権
の
必
要
が
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
い
ま
現
実
は
国
の
出
先
で

し
か
な
い
構
造
な
の
で
す
。
被
災
者
に
は
そ
こ
が
な
か
な
か
見
え

な
い
。
わ
た
し
た
ち
は
そ
の
柵
造
を
こ
れ
ま
で
も
き
っ
ち
り
書
い

☆
神
戸
発
神
戸
着
の
報
道
を

ま
す
。
ど
ん
な
制
度
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
県
や
弁
誰
士
会
な
ど
が
提
案
し
て
い
る
地
震
保
険
、
そ
う

い
う
も
の
が
恒
久
的
な
制
度
と
し
て
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
神
戸
で
こ
れ
だ
け
の
被
災
者
が
出
た
の
で
す
か
ら
、
こ
れ

が
東
京
で
起
こ
っ
た
り
す
れ
ば
は
る
か
に
悲
惨
な
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。
避
雌
民
が
出
る
と
い
う
よ
り
、
大
量
の
雌
民
が
出
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
強
制
的
な
国
民
保
険
で
あ
る
よ
う
な

基
盤
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

浅
井
日
本
人
に
と
っ
て
生
命
と
家
と
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
で

す
か
ら
、
家
を
も
っ
て
い
る
人
は
必
ず
加
入
す
る
共
済
制
度
と
い

う
か
、
強
制
的
な
保
険
は
必
要
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
自
動
車
を
も

て
ば
必
ず
保
険
に
入
ら
な
い
と
い
け
な
い
制
度
は
既
に
あ
り
ま
す

が
、
地
震
に
備
え
る
そ
う
し
た
新
し
い
保
険
制
度
の
実
現
は
可
能

で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
難
し
い
問
題
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
少
し
形
を
変
え

て
で
も
実
現
し
て
も
ら
い
た
い
制
度
で
す
．
阪
神
大
震
災
の
被
災

者
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、

そ
れ
が
ど
う
し
て
も
ネ
ッ
ク
に
な
る
と
い
う
の
な
ら
、
次
の
震
災

か
ら
適
用
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
も
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を

生
み
出
す
た
め
に
は
止
む
得
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

浅
井
一
粁
だ
け
つ
ぶ
れ
た
災
害
に
も
適
用
す
る
の
か
、
そ
う
で

は
な
く
何
軒
以
上
壊
れ
た
地
震
に
適
用
す
る
の
か
と
い
う
議
論
に

な
る
と
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。

佐
藤
雲
仙
や
奥
尻
の
災
害
で
は
、
一
世
帯
当
た
り
一
千
万
円
か

ら
千
二
百
万
円
も
の
義
援
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
阪
神
大
震
災
の

場
合
は
最
高
で
も
四
○
万
円
で
す
。
世
界
中
か
ら
巨
額
の
お
金
が

寄
せ
ら
れ
た
の
で
す
が
、
あ
ま
り
に
も
災
害
の
規
模
が
大
き
か
っ

た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
民
間
の
善
意
を
当
て
に
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
政
府
が
全
壊
、
全
焼
世
帯
に
は
五
百
万
円
か
ら
八
百
万
円

く
ら
い
は
を
補
償
す
る
べ
き
だ
と
は
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
が
で

き
な
い
の
で
あ
れ
ば
地
震
保
険
の
よ
う
な
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
作

る
べ
き
で
す
。
そ
れ
も
で
き
な
い
と
い
う
の
で
は
、
大
震
災
か
ら

何
を
学
ん
だ
の
か
、
と
怒
り
た
く
な
り
ま
す
。
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霞災報道を話し合う佐藤さんと浅井さん

鶏

で
し
ょ
う
が
、
報
道
の
姿
勢
と
し

て
は
広
く
見
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

佐
藤
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
数

カ
月
間
は
み
ん
な
の
気
持
ち
が
一

致
し
ま
と
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
だ
ん
だ
ん
要
求
が
分
極
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
仮
設
住
宅
に

い
る
人
、
テ
ン
ト
暮
ら
し
を
続
け

て
い
る
人
、
あ
る
い
は
ま
ち
づ
く

り
を
巡
っ
て
も
推
進
派
、
反
対
派

て
来
た
つ
も
り
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
行
政
の
構
造
が
見
え
る
報

道
を
し
、
住
民
の
側
に
立
つ
行
政
に
な
る
よ
う
に
求
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

浅
井
佐
藤
さ
ん
は
見
晴
ら
し
の
い
い
新
社
屋
に
移
っ
た
と
喜
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
神
戸
か
ら
の
視
点
だ
け
で
な
く
、
日
本
全

体
を
視
野
に
入
れ
、
神
戸
か
ら
の
願
い
を
大
き
な
ま
な
い
た
に
乗

せ
て
点
検
し
な
が
ら
報
道
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
で
す
ね
。

佐
藤
そ
れ
は
す
ご
く
大
事
な
こ
と
で
す
。
特
に
そ
れ
は
地
方
紙

の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
神
戸
発
神
戸
着
、
兵
庫
発
兵
庫
着

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
被
災
者
の
要
求
は
ど
ん
な
こ
と
な
の

か
を
確
認
し
、
要
求
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
行
政
の
シ
ス
テ
ム

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
中
央
の
省
庁
に
要
求
を
ぶ
つ
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
読
者
、

県
民
に
、
正
し
い
要
求
は
ど
ん
な
も
の
か
を
議
論
し
て
も
ら
い
、

そ
れ
を
実
現
す
る
手
立
て
は
ど
う
で
あ
る
か
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

浅
井
そ
れ
に
加
え
て
、
ほ
か
の
県
が
ど
う
見
て
い
る
か
も
大
切

で
す
。
「
何
で
神
戸
ば
か
り
な
ん
だ
」
と
言
う
声
が
上
が
っ
て
い

ま
す
ね
。
国
の
お
金
は
全
国
民
が
払
っ
た
税
金
で
す
。

佐
藤
そ
れ
も
よ
く
分
か
る
の
で
す
が
、
被
災
者
は
ま
だ
感
情
的

な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
神
戸
の
こ
と
を
知
ら
な
い
で
何
を
言
う

の
だ
、
と
反
発
し
ま
す
。

浅
井
感
情
的
な
と
こ
ろ
が
ま
だ
強
く
あ
る
の
は
仕
方
が
な
い
の

に
分
か
れ
た
り
し
て
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
立
場
が
遮
っ
て
き

て
要
求
も
違
っ
て
く
る
。

浅
井
新
聞
と
し
て
は
、
い
ろ
ん
な
声
を
戦
せ
て
み
ん
な
で
議
論

し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
の
で
す
が
、
世
論
を
導
く

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

佐
藤
わ
た
し
は
、
こ
の
二
年
間
は
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
に
な

っ
て
は
い
け
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
多
様
な
情
報
を
、
あ
れ
も

こ
れ
も
出
し
て
い
っ
て
、
そ
の
議
論
の
中
で
一
定
の
意
見
が
形
成

さ
れ
て
い
っ
た
ら
そ
こ
で
判
断
し
よ
う
と
い
う
の
で
す
。
ま
ず
は

情
報
を
公
開
す
る
、
そ
れ
が
第
一
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

浅
井
大
震
災
の
取
材
を
通
じ
て
記
者
と
し
て
の
考
え
方
が
変
わ

っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
と
に
若

い
記
者
に
と
っ
て
は
二
度
と
は
得
ら
れ
な
い
体
験
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

佐
藤
震
災
で
得
た
新
聞
社
の
最
大
の
財
産
は
そ
れ
で
す
。
こ
れ

ま
で
は
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
が
し
っ
か
り
あ
っ
て
、
情
報
が
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
な
く
な
っ
て
、
全
部
足
で
歩
い
て

取
材
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
現
場
が
無
数
に
あ
る
。
避

難
所
だ
け
で
も
一
千
カ
所
以
上
あ
る
。
目
で
見
て
き
た
こ
と
、
聞

い
た
こ
と
を
数
人
が
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
記
事
に
す
る
。
取
材
の
原

点
に
戻
っ
た
の
で
す
。
い
ま
、
役
所
の
情
報
提
供
も
元
に
戻
り
ま

し
た
が
、
記
者
は
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は
な
く
現
場
に
行
く
癖
が

つ
い
て
い
ま
す
。
神
戸
新
聞
の
記
者
は
地
方
に
出
て
い
る
記
者
も

合
わ
せ
る
と
二
百
人
く
ら
い
い
ま
す
。
そ
の
六
割
は
平
成
に
な
っ

て
入
社
し
た
記
者
な
の
で
す
が
、
こ
の
状
況
の
中
で
た
た
き
あ
げ

ら
れ
た
経
験
を
基
に
、
数
年
後
に
は
す
ば
ら
し
い
記
者
集
団
が
育

っ
て
く
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

浅
井
わ
た
し
の
記
者
経
験
か
ら
言
っ
て
も
、
講
習
会
に
参
加
し

て
も
役
に
立
つ
こ
と
は
覚
え
ら
れ
な
い
。
や
は
り
実
戦
の
な
か
か

§‐
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ら
何
か
を
つ
か
ん
で
い
く
の
で
す
。
そ
れ
が
生
か
さ
れ
て
、

て
い
ま
す
。
〈
七
月
二
十
三
日
、
神
戸
市
教
育
会
館
で
〉

だ
け
で
な
く
内
容
も
す
ば
ら
し
い
新
聞
を
作
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
社
屋

１
３５
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